
資料⑦ 

鈴鹿市水防計画（本編）修正概要 新旧対照表 

現計画の 

ページ 
修正後 修正前 
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第１節 略 

第２節 予報及び警報等 

１ 気象等に関する予報及び警報 

県水防支部（県鈴鹿建設事務所）から水

防上に必要な気象等に関する予報警報及

び気象情報の通報を受けたときは、水防

本部、支部、水防団は、第２章第１節の

水防体制に入るとともに水防連絡系統図

によりこれを伝達するものとする。 

水防活動の利用に適合する警報・注意報

の名称と対応する一般の利用に適合する

特別警報・危険警報・警報・注意報の名

称、概要は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

第１節 略 

第２節 予報及び警報等 

１ 気象等に関する予報及び警報 

県水防支部（県鈴鹿建設事務所）から水

防上に必要な気象等に関する予報警報及

び気象情報の通報を受けたときは、水防

本部、支部、水防団は、第２章第１節の

水防体制に入るとともに水防連絡系統図

によりこれを伝達するものとする。 

水防活動の利用に適合する警報・注意報

の種類と対応する一般の利用に適合する

特別警報・警報・注意報の種類、概要は

次のとおりである。 
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２ 洪水予報、水位到達情報、水防警報 

県水防支部を通じて、国土交通省三重河

川国道事務所と津地方気象台が共同して

発する洪水予報、国土交通省三重河川国

土事務所若しくは知事が発する水位到達

情報、及び国土交通大臣若しくは知事よ

り発する水防警報を受けたときは、水防

連絡系統図により伝達するとともに第３

章第６節の体制に入ること。 

（１） 略 

（２）水位周知河川・海岸における水位

到達情報 

水位周知河川又は水位周知海岸におい

て、水位が氾濫危険水位（洪水特別警戒

水位）若しくは高潮特別警戒水位に達し

たとき（又は達するおそれがあるとき）

に、国土交通省三重河川国道事務所若し

くは知事より発せられる情報であり、住

民の避難指示等の判断の目安（警戒レベ

ル４相当）となるものである。 

２ 洪水予報、水防警報 

県水防支部を通じて、国土交通省三重河

川国道事務所と津地方気象台が共同して

発する洪水予報及び国土交通大臣若しく

は知事より発する水防警報を受けたとき

は、水防連絡系統図により伝達するとと

もに第３章第６節の体制に入ること。 

 

 

（１）略 

（２） 新設 
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続き 

 

（３）水防警報（資料編３－１、３－

２） 

大雨が降り、河川の水位が警戒水位に達

するか、又は越えるおそれがある場合、

及び甚だしい高潮が予想され、河川海岸

の危険が憂慮されるときに、その旨を警

戒して国土交通大臣、知事より発する予

報。 

ア～ウ 略 

３ 略 

第３節～第７節 略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）水防警報（資料編３－１、３－

２） 

大雨が降り、河川の水位が警戒水位に達

するか、又は越えるおそれがある場合、

及び甚だしい高潮が予想され、河川海岸

の危険が憂慮されるときに、その旨を警

戒して国土交通大臣、知事より発する予

報。 

ア～ウ 略 

３ 略 

第３節～第７節 略 
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第８節 氾濫・決壊・漏水等の通報及び

その後の措置 

１ 氾濫等の通報 

水防管理者は、河川管理者等から氾濫の

危険が切迫している旨の通報を知事等を

通じて受けたときは、直ちに水防関係者

及び住民等に対し周知を図るものとす

る。なお、地形的特徴により早期に浸水

第８節 決壊の通報 

 

１ 新設 
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続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が生じる区域等において、河川管理者等

から個別に連絡を受けた場合も、同様に

迅速な避難呼びかけ等の措置を講じるも

のとする。 

２ 決壊・漏水等の通報 

（１）支部長又は水防分団長は、堤防そ

の他の施設が決壊したとき又は越水・溢

水若しくは異常な漏水が発生したとき又

はその恐れがあるときは、直ちに水防管

理者、水防団長に報告するとともに被害

を最小限に食い止めるよう必要な処置を

講じなければならない。 

（２）水防管理者は、前項の通知を受け

た場合は、直ちに一般市民、警察署、国

土交通省、三重県鈴鹿建設事務所及び破

堤による氾濫のおよぶおそれがある隣接

水防管理者に通報するものとする。 

 

（３）現場確認が困難な場合は、監視カ

メラ等により確認できた内容に基づき通

報を行うものとする。 

３ 決壊等後の措置 

堤防、その他の施設が決壊したとき、又

は越水、溢水若しくは異常な漏水が発生

したときは、水防管理者等は被害拡大の

防止に努めるとともに、次の事後処理を

迅速に行わなければならない。 

（１）居住者等：立退き指示（第４信

号）及び避難誘導等 

（２）警察署及び関係水防管理団体：通

報及び応援援助の依頼 

（３）水防支部：応援隊、水防資材の補

給及び応急工事の依頼等 

第９節～第１２節 略 

 

 

 

 

２ 新設 

１ 支部長又は水防分団長は、堤防が破

堤にひんした場合は直ちに水防管理者、

水防団長に報告するとともに被害を最小

限に食い止めるよう必要な処置を講じな

ければならない。 

 

 

２ 水防管理者又は水防団長は、前項の

通知を受けた場合は、直ちに一般市民、

警察署、国土交通省、三重県鈴鹿建設事

務所及び破堤による氾濫のおよぶおそれ

がある隣接水防管理者に通報するものと

する。 

（３） 新設 

 

 

３ 新設 

 

 

 

 

 

（１）新設 

 

（２）新設 

 

（３）新設 

 

第９節～第１２節 略 

 


